











































 宗教間対話：歴史、前提、結果  
 対外的・宗教的な相互作用についてのイスラームの見方  
 神道についての私の理解  




世紀初頭、特に第二次世界大戦以後に始まったとしていますが（Eric. J. Sharpe, 








Saduq, “Tawhid (Divine Unity)”, translated by M.A. Sultani, Armaghan-e Touba 











（Sharpe, 前掲書 , p.127, 153 他; また、Edward W. Said, Orientalism, Routledge & 







にしています（より最近の例としては以下を参照。Robert Spencer, Islam 
Unveiled and the Myth of Islamic Tolerance, Prometheus Books, N.Y., 2005; 








西洋で過ごしたのです（Max Muller, Life and Letters II, 135, 出典は Sharpe, 前
掲書 , 45; また The History of Religions: Essays in Methodology, Chicago 








（Sharpe, 前掲書 , pp. 44-45, 251 ff. また以下の文献も参照。Richard W. Bulliet, 
The Case for Islamo-Christian Civilization, Columbia University Press, N.Y., 2004; 
Schimmel, An Introduction to Islam, State University of New York Press, Albany, 





























































5 章 48 節）。  
５． 最後に、私が代表する宗教的伝統は、基本的に「相互作用的」（ク





































































 イランの偉大な神秘主義詩人、ルーミーはこう言っています：  
 
    書物には決まった意味があるが  
       汝はそれを枕にすることもできる  





























































i イマームはシーア派の指導者。イマーム・リダー（765 頃～818 年）はイランの国教
である十二イマーム派の第 8 代イマームで、イランではペルシア語風に「エマーム・
レザー」として親しまれている。  
ii L. S. Rouner (ed.), Philosophy, Religion, and the Coming World Civilisation: 
Essays in Honor of William Ernest Hocking, The Hague: Nijhoff, 1966. 
 
 
26
共生の哲学に向けて――イスラームとの対話――
